
日 本 医 師 連 盟 ニ ュ ー ス ［平成11年7月30日第三種郵便物認可］［偶数月の25日発行］

:
:

E-mail: info01@nichiiren.jp

東京都文京区本駒込5-19-2
小林ビルデンス 603号室　
〒113-0021
TEL: 03-3947-7815
FAX: 03-3947-2662

2023/12/25 (Mon.)　第145号

（1）　第145号　令和5年12月25日

日
本
医
師
会
松
本
吉
郎
会
長
は
十

一
月
十
四
日
、
高
橋
英
登
日
本
歯
科

医
師
会
長
、
山
本
信
夫
日
本
薬
剤
師

会
長
と
共
に
厚
生
労
働
省
を
訪
れ
、

武
見
敬
三
厚
生
労
働
大
臣
に
要
望
書

を
手
交
し
、
令
和
六
年
度
診
療
報
酬

改
定
に
向
け
、
原
資
と
な
る
適
切
な

財
源
の
確
保
を
求
め
た
。

松
本
会
長
は
、（
一
）今
年
の
春
闘
で

は
平
均
賃
上
げ
率
三
・
五
八
％
、
人

事
院
勧
告
で
は
三
・
三
％
の
上
昇
が

示
さ
れ
て
い
る
、（
二
）
岸
田
文
雄

内
閣
総
理
大
臣
も

「
賃
上
げ
」
を
重
要

政
策
と
位
置
付
け
て

い
る

─
こ
と
に
触

れ
た
う
え
で
、「
医

科
お
よ
び
歯
科
医
療

機
関
、
薬
局
等
は
公

定
価
格
で
運
営
さ
れ

て
い
る
た
め
、
昨
今

の
物
価
上
昇
分
等
を

価
格
に
転
嫁
す
る
こ

と
は
で
き
ず
、
賃
上

げ
と
物
価
高
騰
、
さ

ら
に
は
日
進
月
歩
す

る
医
療
技
術
革
新
に

は
恒
常
的
な
対
応
が

必
要
」
と
強
調
。

武
見
厚
労
大
臣

は
、「
医
療
分
野
に

お
け
る
人
手
不
足
は

深
刻
な
影
響
を
及
ぼ

す
」
と
し
、
賃
上
げ

の
原
資
を
確
保
す
る
重
要
性
に
一
定

の
理
解
を
示
す
と
と
も
に
、
過
去
三

年
間
の
コ
ロ
ナ
対
応
に
お
け
る
三
師

会
の
貢
献
に
つ
い
て
国
民
に
理
解
を

求
め
る
必
要
性
に
言
及
。
厚
労
省
と

し
て
協
力
し
て
い
く
意
向
を
示
し
た
。

令和６年度診療報酬改定に向け、武見厚労大臣に要望書を提出
左から山本日薬会長、松本会長、武見大臣、高橋日歯会長

　松本会長は11月15日、高橋日本歯科医師会長、山本日本薬剤師
会長と共に総理官邸を訪れ、岸田文雄内閣総理大臣に要望書「令
和6年度診療報酬改定に向けて」を手交。医科および歯科医療機関、
薬局の厳しい経営状況に理解を求めるとともに、令和6年度診療報
酬改定に向け、適切な財源の確保を要望した。

11月15日　岸田内閣総理大臣を訪問
左から松本会長、岸田総理、高橋日歯会長、山本日薬会長

今
回
の
診
療
報
酬
改
定
に
当
た

り
、
財
務
省
は
、
社
会
保
障
関
係
費

の
伸
び
を
抑
え
る
と
同
時
に
、
マ
イ

ナ
ス
改
定
を
求
め
て
き
た
な
か
で
、

十
二
月
に
入
り
、
日
本
医
師
会
松
本

吉
郎
会
長（
日
本
医
師
連
盟
委
員
長
）

は
、
日
本
歯
科
医
師
会
高
橋
英
登
会

長
、
日
本
薬
剤
師
会
山
本
信
夫
会
長

と
共
に
、武
見
敬
三
厚
生
労
働
大
臣
、

ま
た
、
自
民
党
麻
生
太
郎
副
総
裁
、

梶
山
弘
志
幹
事
長
代
行
、
萩
生
田
光

一
政
務
調
査
会
長
、
森
山
裕
総
務
会

長
を
は
じ
め
関
係
国
会
議
員
に
、
診

療
報
酬
本
体
の
プ
ラ
ス
改
定
の
必
要

性
を
地
道
に
説
明
し
て
き
た
。

ま
た
、
日
本
の
社
会
保
障
政
策
、

医
療
政
策
に
関
心
の
高
い
自
民
党
国

会
議
員
か
ら
構
成
さ
れ
る
議
員
連
盟

「
国
民
医
療
を
守
る
議
員
の
会
」
総

会（
会
長
：
加
藤
勝
信
衆
議
院
議
員
）

で
の
議
論
、
意
見
交
換
を
通
じ
て
、

多
く
の
自
民
党
国
会
議
員
か
ら
の
理

解
、
賛
同
を
得
て
、
決
議
が
取
り
ま

と
め
ら
れ
、
加
藤
会
長
か
ら
岸
田
文

雄
内
閣
総
理
大
臣
に
提
出
さ
れ
た

（
関
連
記
事
２
面
）。

　

非
常
に
厳
し
い
国
家
財
政
の
な
か
、
政
府
は
12
月
20
日
、
令
和
６
年
度
予
算
編

成
の
焦
点
と
な
っ
て
い
た
診
療
報
酬
改
定
に
つ
い
て
、
本
体
部
分
０
・
88
％
の
引

き
上
げ
を
決
定
し
た
。

令和6年度診療報酬改定　本体プラス0.88％で決着

全国の医師連盟の結束でプラス改定を勝ち取る
─診療報酬本体部分 プラス0.88％が実現─

岸
田
総
理
に

 

令
和
６
年
度
診
療
報
酬
改
定
に
向
け
、

                

適
切
な
財
源
の
確
保
を
要
望
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自
民
党
所
属
国
会
議
員
に
よ
る
議

員
連
盟
「
国
民
医
療
を
守
る
議
員
の

会
」（
会
長
：
加
藤
勝
信
衆
議
院
議

員
）
の
総
会
が
、
十
二
月
五
日
に
参

議
院
議
員
会
館
に
お
い
て
開
催
さ
れ

た
。
議
員
本
人
百
五
十
名
、
代
理
百

二
十
八
名
、ま
た
、日
本
医
師
会（
連

盟
）
松
本
吉
郎
会
長
（
委
員
長
）
を

は
じ
め
日
医
（
日
医
連
）
役
員
な
ど

が
出
席
し
た
。
ま
た
、
都
道
府
県
医

師
会
か
ら
も
多
数
参
加
し
た
。

総
会
で
は
、
ま
ず
、
同
会
の
加
藤

会
長
か
ら
挨
拶
が
行
わ
れ
、「
今
、

賃
上
げ
を
し
よ
う
と
岸
田
文
雄
内
閣

総
理
大
臣
が
自
ら
旗
を
振
っ
て
お

り
、
そ
の
た
め
に
は
原
資
が
必
要
に

な
る
」
と
述
べ
る
と
と
も
に
、「
医

療
で
は
、
診
療
報
酬
改
定
（
引
き
上

げ
）
が
な
け
れ
ば
そ
れ
は
か
な
わ
な

い
」
と
指
摘
。

さ
ら
に
、
物
価
高
騰
の
影
響
や
医

療
界
か
ら
人
材
が
流
出
し
て
い
る
こ

と
等
に
触
れ
た
う
え
で
、「
物
価
高

騰
、
賃
金
の
上
昇
へ
の
対
応
は
も
と

よ
り
、
人
材
確
保
、
そ
し
て
安
定
的

な
医
療
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
、
こ
れ
ら

が
で
き
る
診
療
報
酬
改
定
を
実
現
し

て
い
き
た
い
」
と
決
意
を
述
べ
た
。

続
い
て
挨
拶
し
た
松
本
会
長
は
、

「
物
価
高
騰
、
賃
金
上
昇
の
な
か
で
、

安
全
か
つ
質
の
高
い
医
療
を
安
定

的
・
長
期
的
に
提
供
す
る
た
め
に

は
、
医
療
・
介
護
従
事
者
へ
の
賃
上

げ
を
行
い
、

人
材
を
確
保

す
る
こ
と
が

不
可
欠
で
あ

る
。
そ
れ
に

は
診
療
報
酬

の
思
い
切
っ

た
プ
ラ
ス
改

定
し
か
な

い
」と
述
べ
、

医
療
機
関
に

お
け
る
賃
上

げ
の
原
資
は

診
療
報
酬
し

か
な
い
こ
と

を
強
調
し

た
。
具
体
的

に
は
、（
一
）

令
和
六
年
春

闘
の
先
鞭
と

な
る
賃
上
げ

の
実
現
、（
二
）
賃
上
げ
・
物
価
高

騰
に
対
応
し
た
改
定
率
の
確
保
、

（
三
）
賃
上
げ
・
物
価
高
騰
の
財
源

は
歳
出
の
目
安
と
は
別
枠
、（
四
）

診
療
所
の
経
営
状
況

─
に
つ
い
て

日
本
医
師
会
の
考
え
方
を
説
明
。
診

療
報
酬
の
大
幅
な
プ
ラ
ス
改
定
に
向

け
、
強
力
な
支
援
を
要
請
し
た
。

そ
の
後
、
議
員
の
会
と
し
て
取
り

ま
と
め
る
予
定
の
決
議
文
に
つ
い
て

議
論
が
行
わ
れ
、
プ
ラ
ス
改
定
に
向

け
て
、
三
十
人
以
上
の
議
員
か
ら
熱

い
意
見
が
寄
せ
ら
れ
た
。
意
見
交
換

の
な
か
で
は
、
医
療
従
事
者
の
賃
上

げ
に
対
応
で
き
る
診
療
報
酬
改
定
の

必
要
性
を
強
調
す
る
意
見
が
続
出

し
、
加
筆
・
修
正
に
関
し
て
は
加
藤

会
長
に
一
任
す
る
こ
と
で
了
承
さ
れ

た
。な

お
、
同
決
議
は
十
二
月
八
日
に

加
藤
会
長
か
ら
、
岸
田
総
理
に
提
出

さ
れ
た
。

12月5日　「国民医療を守る議員の会」総会にて挨拶をする松本会長

松
本
日
医
連
委
員
長
挨
拶

日
本
医
師
連
盟
は
、
十
月
十
七
日

に
執
行
委
員
会
を
開
催
し
た
。
釜
萢

敏
常
任
執
行
委
員
の
司
会
に
よ
り
開

会
、
松
本
吉
郎
委
員
長
が
議
事
を
進

行
し
た
。
は
じ
め
に
、
挨
拶
に
立
っ

た
松
本
委
員
長
は
、「
先
の
第
二
次

岸
田
第
二
次
改
造
内
閣
に
お
い
て
、

武
見
敬
三
、
自
見
は
な
こ
両
参
議
院

議
員
が
、そ
れ
ぞ
れ
厚
生
労
働
大
臣
、

内
閣
府
特
命
担
当
大
臣
と
し
て
初
入

と
が
決
定
さ
れ
た
。
ま
た
、
内
閣
府

特
命
担
当
大
臣
に
就
任
さ
れ
た
自
見

参
議
院
議
員
か
ら
参
与
の
辞
任
届
が

提
出
さ
れ
た
こ
と
が
報
告
さ
れ
た
。

続
い
て
、
釜
萢
常
任
執
行
委
員
か

ら
、「
次
期
参
議
院
比
例
代
表
候
補

者
公
募
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
」に
つ
い
て
、

詳
細
な
説
明
が
行
わ
れ
た
（
公
募
期

間
：
令
和
六
年
一
月
五
日
～
十
二

日
）。

日
医
連
常
任
執
行
委
員
会

当
日
、
執
行
委
員
会
に
先
立
ち
、

日
医
連
常
任
執
行
委
員
会
を
開
催
し

た
。
議
事
「
令
和
五
年
度
日
本
医
師

連
盟
交
付
金
に
つ
い
て
」「
日
本
医

師
連
盟
役
員
人
事
に
つ
い
て
」
そ
れ

ぞ
れ
審
議
を
行
い
、
承
認
さ
れ
た
。

承
認
さ
れ
た
議
事
は
、
そ
の
後
開
催

さ
れ
た
執
行
委
員
会
で
提
案
し
、
審

議
が
行
わ
れ
、
承
認
さ
れ
た
。
な
お
、

八
月
二
十
二
日
の
常
任
執
行
委
員
会

で
確
認
さ
れ
た
「
次
期
参
議
院
比
例

代
表
候
補
者
公
募
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
」

に
つ
い
て
も
、
あ
ら
た
め
て
確
認
が

行
わ
れ
た
。

　

日
本
医
師
連
盟
は
、
令
和
５
年
10
月
17
日
に
対
面
に
よ
り
、

常
任
執
行
委
員
会
、
執
行
委
員
会
を
開
催
し
た
。「
令
和
５
年
度

日
医
連
交
付
金
」「
日
医
連
役
員
人
事
」
を
審
議
し
、「
次
期
参

議
院
比
例
代
表
候
補
者
公
募
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
」
に
つ
い
て
確
認

し
た
。

閣
さ
れ
た
。
私

ど
も
が
強
力
に

支
援
し
て
き
た

お
二
人
が
大
臣

と
な
ら
れ
、
現

場
の
声
を
政
策

に
反
映
し
、
真

に
国
民
の
た
め

の
政
治
が
実
践

さ
れ
る
こ
と
を

心
か
ら
期
待
す

る
。
令
和
六
年

度
の
ト
リ
プ
ル

改
定
の
た
め
の

財
源
確
保
に
向

け
た
攻
防
は
、

年
末
の
予
算
編

成
を
控
え
て
、
こ
の
一
カ
月
、
一
カ

月
半
が
正
念
場
と
な
る
。
日
医
連
か

ら
各
都
道
府
県
医
師
連
盟
、
郡
市
区

医
師
連
盟
に
関
係
資
料
と
と
も
に
、

地
元
の
国
会
議
員
へ
の
強
力
な
働
き

か
け
を
お
願
い
し
て
い
る
。
全
国
一

丸
と
な
っ
た
活
動
展
開
に
よ
り
、
安

定
し
た
医
療
提
供
体
制
を
中
長
期
的

に
担
保
し
得
る
財
源
確
保
の
実
現

が
、
最
大
の
課
題
で
あ
る
。
全
力
を

傾
注
し
て
参
る
所
存
な
の
で
、
い
っ

そ
う
の
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ

執行委員会にて挨拶する松本委員長

る
」
と
述
べ
た
。

議
事続

い
て
、
議
事
に
入
り
、
次
第
に

従
い
、
ま
ず
、「
令
和
五
年
度
日
本

医
師
連
盟
交
付
金
」
に
つ
い
て
、
茂

松
茂
人
副
委
員
長
か
ら
「
来
年
一
月

に
令
和
七
年
七
月
の
次
期
参
議
院
比

例
代
表
選
挙
の
組
織
内
候
補
を
選
出

し
、
こ
れ
に
伴
う
全
国
的
な
活
動
展

開
等
を
踏
ま
え
、
ま
た
現
下
の
日
医

連
財
政
状
況
を
勘
案
し
、
令
和
五
年

度
の
交
付
金
に
つ
い
て
前
年
度
と
同

様
、
負
担
金
の
三
〇
％
の
交
付
に
て

実
施
し
た
い
」
と
提
案
さ
れ
、
承
認

さ
れ
た
。

次
に「
日
本
医
師
連
盟
役
員
人
事
」

に
つ
い
て
、
松
本
委
員
長
か
ら
「
日

医
の
定
款
改
正
に
よ
り
、
常
任
理
事

が
四
名
増
員
し
、
会
長
、
副
会
長
、

常
任
理
事
、
理
事
の
総
数
が
三
十
三

名
と
な
っ
た
。『
公
益
社
団
法
人
及

び
公
益
財
団
法
人
の
認
定
等
に
関
す

る
法
律
』
の
規
定
に
よ
り
、
常
任
執

行
委
員
二
名
の
増
員
が
可
能
と
な
っ

た
。
日
医
連
規
約
の
規
定
に
よ
り
、

現
参
与
の
中
か
ら
長
島
公
之
、
江
澤

和
彦
両
参
与
を
常
任
執
行
委
員
に
委

嘱
す
る
こ
と
、
ま
た
、
今
回
新
た
に

日
医
常
任
執
行
委
員
に
就
任
し
た
四

名
、
坂
本
泰
三
、
濵
口
欣
也
、
笹
本

洋
一
、
佐
原
博
之
各
先
生
と
、
厚
生

労
働
副
大
臣
を
退
任
さ
れ
た
羽
生
田

俊
参
議
院
議
員
を
参
与
に
委
嘱
す
る

こ
と
」
が
提
案
さ
れ
、
委
嘱
す
る
こ

執行委員会会場の様子

自民党議員連盟「国民医療を守る議員の会」総会開催

30年ぶりの物価高騰・賃金上昇に負けない
　　　  プラス改定を求める提言をまとめる

令
和
５
年
度
交
付
金
、

 

日
本
医
師
連
盟
役
員
人
事
を
審
議
、

   

次
期
参
議
院
比
例
代
表
候
補
者

　
　
　
　
　
　
　
　
公
募
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
確
認

日
医
連 

執
行
委
員
会
を
開
催
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11月13日　第39回沖縄振興審議会

自見先生からご寄稿いただきました
内閣府特命担当大臣
参議院議員 自見はなこ

活動フォトレポート

12月1日　令和5年度 北方領土返還要求中央アピール行動に
おいて、石垣雅敏根室市長らの表敬訪問に松野博一内閣官
房長官（当時）とともに対応

12月1日　内閣府と北方領土隣接地域振興対策
根室管内市町連絡協議会が主催の

　「2023北方領土展 in Tokyo」を視察

11月24日　沖縄県市長会より要請

11月29日　第36回消費者教育推進会議

10月13日  日本医師会 釜萢敏常任理
事、城守国斗常任理事より、食材
料費・光熱費等の物価高騰に対す
る財政支援に関する要望

10月27日　衆議院予算委員会にて 
田村憲久議員より食事療養費につ
いて質問を受ける（1）

10月27日　衆議院予算委員会にて 
田村憲久議員より食事療養費につ
いて質問を受ける（2）

10月19日　第2回国と地方の協議の場（令和
5年度）

9月7日　内閣府大臣政務官時代に日本先天
代謝異常学会 中村公俊理事長らより、新
生児マススクリーニング検査対象疾患拡充
について要望し、実現

11 月 13 日　第 7 回 食 品 ロ ス 
削減推進会議

11月10日　「第10回ディスカ
バー農山漁村の宝」有識者
懇談会

11月18日　熊本県医療的
ケア児支援センター等視
察（熊本県出張1） 11月18日　社会医療法人愛育会福田病院等視察（熊本県出張2）

10月26日　福岡県議会ワンヘルス・地方分権等調査特別委員会 
秋田章二委員長、藏内勇夫委員らより表敬訪問

11月30日　第3回地方創生SDGs金融表彰授与式にて自治
体と金融機関の好取組の表彰（静岡県富士市 富士市
SDGs応援団他、愛知県豊田市 豊田信用金庫他、秋田県
由利本荘市 （株）北都銀行 、茨城県石岡市 （株）常陽銀行

11月30日　2025年日本国際博覧会 「大阪来
てな！万博開催500日前イベント」に出席

11月14、15日　2025年日本国際博覧会「国際参
加者会議2023年秋（IPM 2023 Autumn）」に
てビデオメッセージでご挨拶
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要
で
あ
り
ま
す
。

確
か
に
コ
ロ
ナ
で

医
療
費
は
多
く
か
か

っ
た
か
も
し
れ
ま
せ

ん
が
、
そ
れ
は
国
が

想
定
し
た
数
よ
り
多

く
の
患
者
が
出
た
た

め
で
あ
り
、
医
療
者

が
懸
命
に
コ
ロ
ナ
と

闘
っ
た
証
で
あ
り
ま

す
。空

床
が
あ
る
の
に

患
者
が
入
院
で
き
な

か
っ
た
の
は
、
そ
れ

は
国
が
想
定
し
た
症

状
よ
り
重
症
者
が
多

く
、
対
応
す
る
医
療

者
が
足
り
ず
患
者
が

受
け
入
れ
ら
れ
な
か

っ
た
か
ら
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

経
常
利
益
が
他
産

業
よ
り
高
い
の
は
、

国
の
想
定
よ
り
コ
ロ

ナ
患
者
が
多
く
か
つ

重
症
だ
っ
た
の
で
、

医
療
者
が
昼
夜
を
問

わ
ず
多
く
の
患
者
に

対
応
し
、
連
日
の
過

去
最
高
と
い
わ
れ
る

数
の
感
染
者
に
対
応

し
、
私
生
活
を
投
げ

出
し
て
多
く
の
時
間

を
治
療
に
充
て
た
結

果
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

な
ぜ
、
こ
こ
ま
で
頑
張
っ
て
懸
命

に
支
え
て
き
た
医
療
界
を
、
安
易
な

財
政
論
者
に
、
コ
ロ
ナ
の
際
に
無
責

任
な
発
言
を
繰
り
返
し
た
評
論
家

に
、
財
政
健
全
化
と
い
う
言
葉
に
よ

っ
て
踏
み
に
じ
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
の
で
し
ょ
う
か
。

羽
生
田
先
生
か
ら
ご
寄
稿
い
た
だ
き
ま
し
た

自
民
党
厚
生
労
働
部
会
長
代
理

羽
生
田 

た
か
し 

活
動
報
告

参
議
院
議
員

十四大都市医師会連絡協議会にて挨拶

平
素
よ
り
私
の
政
治
活
動
に
ご
理

解
と
ご
支
援
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
こ
と
に
、
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

過
日
、
診
療
報
酬
を
は
じ
め
と
す

る
、
医
療
・
介
護
・
福
祉
の
ト
リ
プ

ル
改
定
の
改
定
率
が
決
定
い
た
し
ま

し
た
。

本
体
改
定
率
プ
ラ
ス
〇
・
八

八
％
、
う
ち
賃
上
げ
プ
ラ
ス
〇
・
六

一
％
、
う
ち
食
費
見
直
し
〇
・
〇

六
％
、
適
正
化
マ
イ
ナ
ス
〇
・
二

五
％
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
執
筆
を
し
て
い
る
最
中
も
、

日
本
医
師
会
の
松
本
吉
郎
会
長
を
先

頭
に
地
区
医
師
会
を
は
じ
め
医
療
・

介
護
業
界
、
そ
し
て
議
員
も

一
丸
と
な
り
懸
命
に
闘
っ
て

い
ま
し
た
。

こ
の
報
酬
改
定
に
先
立

ち
、
財
務
省
の
財
政
制
度
等

審
議
会
が
十
一
月
二
十
日
に

「
令
和
六
年
度
予
算
の
編
成

等
に
関
す
る
建
議
」を
立
て
、

そ
の
な
か
で
新
型
コ
ロ
ナ
の

位
置
づ
け
が
五
類
感
染
症
に

変
更
さ
れ
経
済
活
動
が
活
性

化
さ
れ
た
と
し
た
う
え
で

「
国
民
負
担
率
の
上
昇
に
歯

止
め
を
か
け
る
こ
と
が
必

要
」「
診
療
報
酬
本
体
を
マ

イ
ナ
ス
改
定
と
す
る
こ
と
が

適
当
」「
診
療
所
の
報
酬
単

価
に
つ
い
て
は
、
経
常
利
益

率
が
全
産
業
や
サ
ー
ビ
ス
産

業
（
経
常
利
益
率
三
・
一
～

三
・
四
％
）
と
比
較
し
て
同
程
度
と

な
る
よ
う
、
五
・
五
％
程
度
引
き
下

げ
る
」「
利
益
余
剰
金
の
活
用
、
強

化
さ
れ
る
賃
上
げ
税
制
の
活
用
、
そ

の
他
賃
上
げ
実
績
に
応
じ
た
報
酬
上

の
加
算
措
置
を
検
討
す
べ
き
」
等
、

医
療
に
希
望
が
持
て
な
く
な
る
よ
う

な
、
本
当
に
腹
立
た
し
さ
を
通
り
越

し
て
愕
然
と
す
る
ほ
ど
酷
い
言
葉
が

羅
列
さ
れ
ま
し
た
。

私
た
ち
医
療
者
は
、
新
型
コ
ロ
ナ

患
者
の
治
療
を
は
じ
め
、
ワ
ク
チ
ン

接
種
に
発
熱
外
来
、
加
え
て
通
常
の

患
者
診
療
な
ど
、
己
の
生
活
を
か
え

り
み
ず
懸
命
に
最
前
線
で
闘
い
、
未

だ
医
療
機
関
の
中
で
は
感
染
対
策
な

ど
大
変
な
負
担
と
努
力
を
強
い
ら
れ

て
い
ま
す
。
懸
命
な
感
染
対
策
を
と

っ
て
い
る
医
療
機
関
を
一
步
外
に
出

れ
ば
、
経
済
優
先
の
社
会
で
あ
り
、

ま
る
で
別
世
界
に
来
た
か
の
よ
う
な

感
覚
さ
え
覚
え
る
ほ
ど
、
医
療
者
は

ま
だ
コ
ロ
ナ
を
は
じ
め
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
な
ど
感
染
症
と
の
闘
い
の
最
中

で
、
マ
ス
ク
を
外
せ
な
い
生
活
を
余

儀
な
く
さ
れ
て
い
る
の
で
す
。

医
療
者
は
我
慢
に
我
慢
を
重
ね
た

生
活
を
強
い
ら
れ
て
お
り
、
癒
え
る

間
も
な
く
現
場
に
立
ち
続
け
て
お
り

ま
す
。
こ
の
ま
ま
で
は
地
域
医
療
は

壊
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

患
者
ひ
い
て
は
国
民
に
寄
り
添
っ

た
医
療
・
介
護
・
福
祉
の
提
供
が
過

不
足
な
く
行
え
る
財
源
は
当
然
必
要

で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
は
医
療
の
提

供
側
へ
も
十
分
な
手
当
が
必
要
で
あ

り
ま
す
。

政
府
に
、
そ
し
て
安
直
と
い
わ
ざ

る
を
得
な
い
愚
か
な
財
政
論
者
た
ち

に
伝
え
る
べ
き
こ
と
と
し
て
、
専
従

職
員
を
確
保
し
、
医
療
を
提
供
す
る

側
と
受
け
る
側
の
信
頼
関
係
を
確
立

す
る
こ
と
が
地
域
医
療
を
守
る
こ
と

に
つ
な
が
り
ま
す
。
過
不
足
な
き
財

源
の
確
保
が
必
須
で
あ
り
、
医
療
を

壊
さ
な
い
と
い
う
国
の
覚
悟
が
必
要

で
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
な
に
よ
り
医

療
者
も
人
間
で
あ
り
国
民
で
あ
り
ま

す
。懸

命
に
頑
張
る
人
、
医
療
現
場
で

必
死
に
患
者
と
向
か
い
合
う
人
を
頑

張
っ
た
と
称
え
、
報
い
る
こ
と
も
必

国民医療を守るための総決起大会

有床診療所の活性化を目指す議員連盟

徳島県医師会齋藤義郎会長・森俊明副会長と 北海道医師会創立76周年記念祝賀会へ

熊本県医師会福田稠会長・長崎県医師会森崎正幸会長と 高知県医師会野並誠二会長を訪問

こ
の
国
は
い
つ
か
ら
プ
ラ
イ
マ
リ

ー
バ
ラ
ン
ス
黒
字
化
の
た
め
に
、
医

療
者
を
痛
め
つ
け
、
患
者
負
担
を
増

や
し
、
何
も
し
な
い
評
論
家
や
財
政

論
者
が
国
民
の
生
命
と
健
康
を
脅
か

す
発
言
を
す
る
、
そ
ん
な
国
に
な
っ

た
の
で
し
ょ
う
か
。
こ
れ
が
日
本
国

の
求
め
る
医
療
の
姿
で
し
ょ
う
か
。

ぜ
ひ
と
も
皆
さ
ま
の
声
を
お
聞
か

せ
い
た
だ
き
、
こ
の
国
の
実
状
に
合

っ
た
、
安
心
安
全
に
暮
ら
せ
る
医

療
・
介
護
の
環
境
を
担
保
し
、
健
康

で
人
生
を
謳
歌
し
寿
命
を
全
う
で

き
、
こ
の
国
に
生
ま
れ
て
良
か
っ
た

と
思
え
る
社
会
を
築
か
ね
ば
な
り
ま

せ
ん
。
そ
れ
こ
そ
が
国
民
の
た
め
の

社
会
保
障
で
す
。

私
も
、
国
政
に
送
っ
て
い
た
だ
い

た
責
任
と
使
命
を
果
た
す
べ
く
、
し

っ
か
り
と
努
力
し
、
取
り
組
ん
で
参

り
ま
す
。


